
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２3 日（土）５校時に、震度５強以上の大地震を想定した引き取り訓練を行いました。今回は、

校庭へ避難した後、各教室に戻り、保護者の皆様へお子様を引き渡すという、いつもとは少し違った形

での訓練となりました。子どもたちは「お（押さない）・か（かけない）・し（しゃべらない）・も

（戻らない）」の約束をしっかり守り、落ち着いて行動することができました。 

また、先日は台風の影響により、大雨や土砂災害の危険が高まり、休校の対応をとることもありまし

た。こうした状況を踏まえると、大地震に限らず、さまざまな場面で保護者の方への引き取りが必要に

なる可能性も考えられます。今回の訓練は、そのような場合に備える大切な機会となりました。 

当日は２・３校時に授業参観もあり、お忙しい中ではありましたが、多くの保護者の皆様にご参加い

ただきました。温かいご協力に心より感謝申し上げます。ぜひご家庭でも、いざという時の避難の仕方

や連絡の取り方について、お子様と一緒に話題にしていただけるとありがたいです。 

 

5 月 29 日（金）、岩崎小学校体育館で桜台小学校の個別支援学級のみなさんとの交流会を行いまし

た。はじめの会では、岩崎小学校が進行役を務め、「岩崎クイズ」を出題しました。子どもたちはそれ

ぞれの役割をしっかりと果たし、協力して会を進めることができました。交流活動では、桜台小学校の

みなさんが「進化じゃんけん」の赤白帽子を使って楽しめるように工夫したゲームを紹介してくれまし

た。桜台小学校は岩崎小学校の約 2倍の人数だったため、岩崎小の子どもたちには、できるだけたくさ

んの桜台小学校の友達とじゃんけんをするよう声をかけました。最初は少し緊張した様子も見られまし

たが、「○○です。よろしくお願いします。」と自己紹介をしてからじゃんけんをする姿がたくさん見

られました。交流を重ねる中で笑顔も増え、楽しく活動することができました。他校の友達との関わり

を通して、コミュニケーションの力や相手を思いやる気持ちを育む貴重な機会となりました。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月８日（月）、９日（火）、５年生は愛川ふれあいの村へ体験学習に行きました。 

『○あ安全に楽しく、○いいっぱい笑顔、○かかかわりを増やそう、○わわすれられない思い出を！  

愛川２０２６』をスローガンに、およそ１か月かけて準備を進めてきました。自分たちで出来るこ

とを考え、一人ひとりが実行委員としての役割を果たしました。 

 １日目は、服部牧場（乳しぼり・餌やり体験）とレインボープラザ（藍染め体験）で選択活動をし

たり、ふれあいの村で村内ウォークラリーをしたりして、初めての体験に、夢中になって活動してい

る姿が見られました。夜には、火を囲みながらキャンプファイヤーを楽しみました。 

２日目は、雨の影響でプログラムが変更しましたが、あいかわ公園で遊んだ後に、歩いて宮ケ瀬ダ

ムに行き、ダムの大きさを実感しました。少し緊張していたインクラインも、友達と一緒に乗ること

で、素敵な景色に出合うことができました。仲間とともに楽しい時間を作り上げた経験や、友達と協

力して取り組んだ経験を胸に、今後の学校生活に生かしてほしいと思います。  

 

 
６月５日（金）、６年生は横浜市歴史博物館へ社会科見学に行ってきました。保土ケ谷駅に集合

し、電車に乗って向かいました。竪穴住居に実際に入ったり、博物館に展示されているたくさん

の資料をじっくり見たりしました。屋外の遺跡見学では、集中してガイドさんのお話を聞き、熱

心にメモを取る姿が多く見られました。「昔のくらしを知ることで、今のくらしがより鮮明に見え

てくる。」歴史学習のめあてを一人ひとりが意識して、社会科見学に臨むことができました。ま

た、公共のルールを守り、周りを見て行動する高学年らしい姿も見られました。 

 

 
 


